（自治基本条例市民検討チーム）第６回準備会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年３月７日（月）午後６時　～　９時

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎　２階　　２０１会議室

	出 席 者：（敬称略、姓のみ）荒井、植木、春日、幸道、国友、小泉、児島、宅見、橋爪、平井、増田、松山、柳下

欠 席 者：なし

議事進行記録担当：（司会）春日、（司会補佐）児島、（記録）小泉

事務局：征矢　　　傍聴者：大窪

	会 議 の 概 要

１　準備会メンバーの意見表明と意見交換（前回欠席者から）

・市民が直接、市や国へ意見を反映させるルール、ルートを作らなければならい。鎌倉市から発信して国を変えるルールづくりをめざしたい。

時間をかけてつっこんだ議論をしていく必要があるのではないか。

・これまでの仕組みをいったん忘れて考えていかなければならない。

そのために市民の態勢固めをしていくことが必要。

・直ぐに分科会を作るべきだ、委員会を作って行動していくことが必要。

・方法論に関心がある。１０７人で何をするかが大きなポイント、１０７人が聞く耳を持った語り部になることが必要。

２　アンケート結果の報告と取り扱い

・７１通の回答があった。回答の結果をまとめたものは別紙の通り。

・3月15日の全体会に、まとめた結果を報告するが、個人が特定される記載はしない。

・生のアンケート回答については、公表するかどうか全体会に諮ることを確認。

３　市との協働について

市から、「平成18年度予算（案）の概要」（記者発表資料）と「平成18年度予算案提案説明」（市議会本会議での市長の提案説明資料）の配布と説明があった。

・議会本会議で、市長から、市民自治の基本となる理念や原則を定める（仮称）自治基本条例の制定に向けて、幅広い市民との協働によって取り組んでいくことが提案された。

・本会議、委員会で、自治基本条例制定についての質問があり、市民の方１０７人の協力を得ながら準備を進めていること、検討過程ではＰＩの手法を取り入れていくこと等の答弁がなされ、議会からは、丁寧に進めたらどうか、議会として関心を持っている等の質疑、意見があった。

・職員の参加について、まだ具体のことは決めていない。

以上のことについて市から説明があった。

４　３月１５日の全体会の議事、進行について

・前半の１時間は、市から「鎌倉市の市民自治について」報告する。

・後半の進め方については、本日は時間がないので９日に再度準備会で検討する



	特 記 事 項

１　次回第7回準備会の開催

日時・場所：平成１８年３月９日（木）午後６時～９時　市役所本庁舎　２０１会議室

議事：①　３月１５日の全体会議への提案について

　　　②　４月以降の大まかなスケジュール

議事進行記録担当：国友、幸道、橋爪




